
１牧草と園芸・第４９巻第３号（２００１）

１　はじめに

　昨年のトウモロコシの収穫量は全国的に良好で

した。農林水産省統計情報部の資料では，平成１２

年産青刈りトウモロコシの収穫量は５２８万７千ｔ

で，前年産に比べて４９万２千ｔ（１０％）増加でし

た。これは作付け面積が前年産に比べて３，１００ｈａ

（３．１％）減少したものの，１０ａ当たり収量が６７０�

（１４％）上回ったためです。

　府県では台風等による被害も軽微で，都府県平

均の作況は，作況指数１０４の「やや良」でした。当

社の岩手試験地では，平均の総体乾物収量が約

２，３００�／１０ａと極多収な結果となりました。

　一方で，一昨年に引き続き各地で，普段は発生

しない病害が目立ちました。北海道八雲試験地で

はごま葉枯病と根腐病が発生し，九州での５月播

きでは南方さび病の発生も確認されました。これ

も地球温暖化の影響なのでしょうか？南で発生す

る病気が北上し，９～１０月に発生する病気が８月

に早まるなど病害の発生地域，時期がここ数年で

変化が見られるような気がします。

　今回は，今春から新発売するスノーデントシ

リーズ４品種をご紹介したいと思います。

２　スノーデント１１０（ＤＫ５６７）

　スノーデント１１０の最大の品種特徴は耐病性に

あります。トウモロコシの主要病害であるごま葉

枯病，すす紋病，根腐病，黒穂病に対して強い抵

抗性を持ちます。特に，ごま葉枯病抵抗性は１１０日

クラスの品種の中では極強で，中生品種並の抵抗

性です（写真１，図１）。また，収量性も良好で，

特に雌穂は稔性に優れて実入りは確実です（写真

２）。緑度保持に優れていますので，刈取り期間が

長く，収穫作業にも余裕を持たす事が出来ます。
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　九州地域での栽培も可能で，２期作の前作とし

て利用可能です。九州地域で１１０日クラスの品種を

作付けすると，ごま葉枯病の問題と，徒長気味に

生育して収量性がやや低い欠点がありました。し

かし，スノーデント１１０はごま葉枯病の心配がな

く，ガッチリした草姿で収量もしっかり確保出来

ます。また，１１５日クラスの品種よりも早期に収穫

可能で，台風回避には，より最適な品種選定とな

ります。

　関東・中部地域の平野部ではソルガムとの混播

栽培に適しています。早生タイプのハイグレンソ

ルゴーとの組み合わせが最適で，年間多収栽培が

ねらえます。混播栽培は単播栽培より総体乾物収

量が約３０～５０％多収で，夏と秋に安定的に収穫す

る事が出来ます。また，真夏の播種作業を省ける

メリットがあります。長野県や関東高冷地で発生

する黄化病（ウイルス病の一種）にも抵抗性があ

り，安心して栽培出来ます。

　北海道南部～東北北部にかけては夏場の天候が

変動しやすく，トウモロコシ栽培にとっては条件

が厳しい地域です。東北北部を中心とするやませ

地帯では，すす紋病の発生が報告されています。

　スノーデント１１０はすす紋病抵抗性にも優れて

おり（図２），発生地帯でも安心して栽培出来ます。

また，根腐病抵抗性も良好で，水はけの悪い転換

畑での栽培にも適します。以上の通り，ごま葉枯

れと，すす紋の両方に耐性がありますので，予想

出来ない天候下でも安心して栽培出来るのがス

ノーデント１１０の最大の特徴です。

　栽培方法

　●播種期

　　西南暖地，関東・中部地域：４月上旬～中旬

　　東北南部・中部：４月下旬～５月上旬

　　東北北部・寒高冷地：５月上旬～中旬

　　北海道南部：５月中旬～下旬

　●栽植本数

　　６，５００～７，５００本／１０ａ

３　スノーデント１１５（アラミス）

　スノーデント１１５の最大の特徴は茎の太さと根

張りにあり耐倒伏性が強い事です（表１）。草型は

当社が昨年まで販売していたスノーデント１１４（Ｄ

Ｋ６２３），スノーデント１１５Ｗ（ＳＨ６６８８）よりも大

型な草姿で，ボリューム感に優れております。他

２

写真２　スノーデント１１０（ＤＫ５６７）

　　　　雌穂稔性に優れる

表１　スノーデント１１５アラミスの耐倒伏性 　　　 （％）
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れ１０．６ｍ，２１．６ｍ／秒）による影響
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３

社１１５日タイプの品種に比べて茎が１回り太く，支

根の発達が優れており，根量も多いです（写真３，

図３）。茎が太く，根張りがしっかりしている為に，

倒伏性に強く，台風地域でも安心して栽培出来ま

す。また，収量性にも優れており総体乾物収量は

このクラス�１です（表２）。耐病性は黒穂病，す

す紋病抵抗性に優れ，黄化病抵抗性にも強い耐性

を持っています。

　利用法として西南暖地では２期作の前作として

最適で，スノーデント１１０より収量は多収です。関

東・中部地域ではソルガムとの混播栽培，東北地

方中部～南部地域ではライムギの後作で利用出来

ます。また，東北北部～北海道南部の条件の良い

地帯での作付けも可能で，適応地域が広範囲です。

関東～九州にかけての温暖な地域では，早播きで

多収となるために４月上旬～中旬に作付けするの

が多収のポイントです。

　栽培方法

　●播種期

　　西南暖地，関東・中部地域：４月上旬～中旬

　　東北南部・中部：４月下旬～６月上旬

　　東北北部・寒高冷地：５月上旬～下旬

　　北海道南部：５月中旬～下旬

　●栽植本数

　　６，５００～７，５００本／１０ａ

４　スノーデント１２３（ＤＫ６９７）

　スノーデント１２３は中生品種の中で

は，若干の早生品種です。特徴は茎葉

収量と雌穂収量のバランスがとれた

品種で，サイレージ利用には最適な品

種です（表３）。トウモロコシはホー

ルクロップでの調製が主で，高エネル

ギー・高繊維含量の作物です。サイ

レージ調製した際には，茎葉と子実の

割合が均等の方が栄養バランスに優

れた飼料となります。総体乾物収量は

１２５日クラスの品種よりも多収で，特

に雌穂が大型で稔性に優れているの

が特徴です（表４，写真４）。

　耐倒伏性，ごま葉枯病抵抗性共に良

好です。利用法としては西南暖地では

写真３　スノーデント１１５（アラミス）

　　　　根張りがよく耐倒伏性大

　　　　左：アラミス　右：他社品種

表２　スノーデント１１５アラミス試験成績
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５月上旬，関東・中部地域では５月下旬まで播種

可能ですが，４月上旬～中旬の早播き栽培の方が

収量はアップします。西南暖地での５月中旬以降

の播種は，南方さび病の発生が予測されるので，

スノーデント１２３の作付けは５月上旬までとし，そ

れ以降はより適応性が広いスノーデント１２７Ｓ，ま

たは盛夏を推奨します。

　飼料用トウモロコシは飼料作物の中でも，乾物

収量が多収で栄養価に優れた作物です。作付けに

当っての品種選定は重要です。限られた面積で出

来るだけ多く収穫出来る品種で，また，サイレー

ジ適性が高く栄養価に優れた品種が求められま

す。スノーデント１２３は，トウモロコシに求められ

る特質を兼ね備えた品種で，最大限に発揮してく

れます。

　栽培方法

　●播種期

　　西南暖地：４月上旬～５月上旬

　　関東・中部地域：４月中旬～５月中旬

　　東北南部：４月下旬～６月上旬

　●栽植本数

　　６，０００～６，５００本／１０ａ

５　スノーデント１２７Ｓ（ＳＨ０８００）

　スノーデント１２７Ｓは当社が昨年まで販売して

いたスノーデント１２７（Ｇ４６５５），

１３０Ｙ（ＳＨ３９８０）の優れた特性

をひとまとめにした中生品種で

す。草姿はスノーデント１２７と同

様に長稈で，スノーデント１３０Ｙ

の様に太茎・広葉の草姿です（写

真５）。最大の特徴は収量性と耐

倒伏性です。

　中生クラスのトウモロコシの

魅力は収量性にあります。ス

ノーデント１２７Ｓの収量性は市

販されている中生クラスの品種

の中で最も優れます（表５）。ま

た，スノーデント１２７よりも雌穂

稔性と収量性が改善されており

ます。

　耐倒伏性はスノーデント１２７

４

写真４　スノーデント１２３（ＤＫ６９７）

　　　　雌穂が大型で多収

写真５　スノーデント１２７Ｓ（ＳＨ０８００）　耐病性，耐倒伏

性，収量性，３拍子そろったスーパー品種

表３　総体乾物収量に対する茎葉・雌穂収量の割合（％）

熊本試験地千葉研究農場岩手試験地
ＮＳ９９Ａスノーデント１２３ＮＳ９９Ａスノーデント１２３ＮＳ９９Ａスノーデント１２３
７７．６５６．２７０．５５０．６７０．５５０．８茎葉率
２２．４４３．８２９．５４９．４２９．５４９．２雌穂率

（平成１２年　当社データ）

表４　スノーデント１２３（ＤＫ６９７）試験成績 　　　　　　　　　　　　　 （平成１２年）
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宮崎研究農場

２８．８ ９７１，１５０１１４１，０４５１０４２，１９５１００．０７．７１３２２６１１２３雪印種苗スノーデント１２３（ＤＫ６９７）１

２８．７１００１，１９０１００  ９１６１００２，１０６ ９９．０７．３１１７２５６１２２パイオニア３２Ｋ６１�

２３．０ ６６  ７８８１０４  ９５４８３１，７４２ ８７．０８．３１０９２４４１１９
カネコ種苗

ゴールドデントＤＫ６４９３

２２．９ ８０  ９４６１０５  ９５８９０１，９０４ ９９．５７．３１３５２５５１２５ゴールドデントＤＫ７８９４

熊本試験地

２４．３１１１  ８６１１０２１，１０４１０６１，９６５ ９６．４８．７１３９２５６１２３雪印種苗スノーデント１２３（ＤＫ６９７）１

２５．５１００  ７７２１００１，０７８１００１，８５０ ９０．６８．３１２９２５７１２２パイオニア３２Ｋ６１�

２３．７ ６９  ５３１１２５１，３４３１０１１，８７３ ７１．４８．７１１５２３４１１９
カネコ種苗

ゴールドデントＤＫ６４９３

２０．７ ８７  ６７４１０６１，１４０９８１，８１４ ９４．８８．０１４６２５７１２５ゴールドデントＤＫ７８９４

試験データは全て当社の研究農場及び現地試験地
対照品種：●３２Ｋ６１
評点：９　極強（極良）～１　極弱（極不良）
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の折損の割合が少なくなり，他社品種に比べても

優れます（図４）。中生クラスを作付けする地域は

台風の常襲地帯で，耐倒伏性に優れた品種の作付

けが必然となります。また，耐病性はスノーデン

ト１３０Ｙと同様にごま葉枯病，黒穂病，根腐病に優

れます。

　利用としては東北南部～西南暖地にかけての温

暖な地域となります。西南暖地では中生のソルガ

ムと組み合わせた混播栽培も可能です。ソルガム

は高糖分ソルゴーとの組み合わせが適当で，４月

上旬～中旬に播種する事が栽培のポイントです。

この時期を過ぎての播種はソルガムの生育が旺盛

となり，トウモロコシに影響を

与えます。単播栽培は西南暖地，

関東・中部地域では４月上旬か

らの作付けが可能で，それぞれ

６月上旬，下旬までと播種期が

長く利用しやすい品種です。

　品種の特性を十分に発揮させ

る為に，栽植本数はやや少なめ

にして，１本１本をガッチリ育

てるのがポイントです。目安と

しては，株間２０～２２�，畦間７５�

がベストです。収量性，耐倒伏

性，耐病性の３拍子そろった

スーパー品種です。

　栽培方法

　●播種期

　　西南暖地：４月上旬～６月上旬

　　関東・中部地域：４月上旬～６月下旬

　　東北南部：５月上旬～中旬

　●栽植本数

　　６，０００～６，５００本／１０ａ

６　おわりに

　トウモロコシの作付けの時期は，もうそこまで

やって来ておりますが，今年の作付け品種の予定

はもうお決まりでしょうか？鹿児島県南薩地方で

は３月中旬頃から作付けが始まります。それぞれ

の地域，作付け体系に合った品種選びがトウモロ

コシ栽培では重要です。また，農業は天候にも大

きく左右されます。今年はどのような天候になる

かは誰一人として分りませんが，ある程度は品種

でカバー出来る部分があります。

　ご紹介した新４品種を中心に，スノーデントの

ラインアップの中から最適品種を選定いただき，

稔り多い飼料生産にお役立ていただければ幸いで

す。

表５　スノーデント１２７Ｓ（ＳＨ０８００）試験成績 　　　　　　　　　　　 （平成１２年）

総体
乾物率
（％）

乾物収量雌穂
稔性
（％）

ごま
葉枯

（９～１）

着♀高
（�）

稈長
（�）

ＲＭ販売先品種・系統名� 比
（％）

雌穂
（�／１０ａ）

比
（％）

茎葉
（�／１０ａ）

比
（％）

総体
（�／１０ａ）

千葉研究農場

２７．８９２８４２１１１１，４７３１０３２，３１５ ８７．５９．０１３５２５７１２７雪印種苗スノーデント１２７Ｓ（ＳＨ０８００）１

２９．２１００  ９１３１００１，３３０１００２，２４３ ８６．５９．０１１３２２４１２７
カネコ種苗

ゴールドデントＫＤ７７７�

２７．８１１０１，００７ ７８１，０４１ ９１２，０４８ ８２．３８．３１２２２２５１２５ゴールドデントＤＫ７８９３

２６．１６５  ５９５１０７１，４２４ ９０２，０１９ ６５．１９．０１２２２２８１２６日本総業ＮＳ９９Ａ４

宮崎研究農場

２４．３９６  ９６３１０９１，０９２１０３２，０５５ ９９．５９．０１２７２７６１２７雪印種苗スノーデント１２７Ｓ（ＳＨ０８００）１

２５．５１００１，００１１００  ９９８１００１，９９９１００．０９．０１２４２４６１２７
カネコ種苗

ゴールドデントＫＤ７７７�

２２．９９５  ９４６ ９６  ９５８ ９５１，９０４ ９９．５７．３１３５２５５１２５ゴールドデントＤＫ７８９３

２４．１８２  ８２５ ９４  ９４２ ８８１，７６６ ９９．５９．０１０４２３３１２６日本総業ＮＳ９９Ａ４

熊本試験地

２３．５１３４  ８４３１１１１，２２５１１９２，０６８ ９９．０９．０１４０２７３１２７雪印種苗スノーデント１２７Ｓ（ＳＨ０８００）１

２１．５１００  ６２７１００１，１０６１００１，７３３ ８６．５９．０１３７２５５１２７
カネコ種苗

ゴールドデントＫＤ７７７�

２０．７１０７  ６７４１０３１，１４０１０５１，８１４ ９４．８８．０１４６２５７１２５ゴールドデントＤＫ７８９３

２０．９５３  ３３５１０５１，１６５ ８７１，５０１ ５１．０９．０１１７２３９１２６日本総業ＮＳ９９Ａ４

試験データは全て当社の研究農場及び現地試験地
対照品種：●ゴールドデントＫＤ７７７
評点：９　極強（極良）～１　極弱（極不良）

注）平成12年宮研の成績は7月30日台風6号（最大瞬間風速28.1m/秒）による影響�
　  ステージは4月播きは収穫直前、5月播きは出穂期。�
　  平成11年宮研の成績は7月26日台風5号（最大瞬間風速26.7m/秒）による影響�
　  ステージは出穂期。�
�
図4　スノーデント127SとゴールドデントKD777の�
　　  耐倒伏性の違い�
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